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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,46 43,54 +0,08 42,74 +0,80

USD / BRL Spot BRL 2,3340 2,3498 +0,0158 2,3937 -0,0439

USD / JPY Spot JPY 101,44 102,32 +0,88 102,31 +0,01

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 46.151 46.567 +416 47.151 -584

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 170,7 173,3 +2,6 187,8 -14,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,89 13,03 +0,14 12,87 +0,16

DI Future Apr15（金利先物） % 11,43 11,49 +0,06 11,35 +0,14

3 Months US Dollar Libor % 0,235 0,234 -0,001 0,234 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 302,8 302,9 +0,1 301,7 +1,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 3月18日

昨日のドルレアルスポット相場はＦＯＭＣの利上げ見通し変更からドルが買われる展開でした。
朝方はトンビニ中銀総裁が前日に示したタカ派姿勢の余波からレアルじり高推移となり、前日比レアル高の
２．３３近辺から始まって一時２．３２台半ばで取引されました。しかし、午後になるとＦＯＭＣ理事の利上げ
時期予想が前倒されたことに反応してドル買い優勢となり、２．３４台へドル高レアル安となりました。その後も
ドル買い地合いは続き、結局２．３５近辺で引けています。

ＦＯＭＣが利上げの目安を示すフォワードガイダンスを量的な失業率の数字から「幅広い指標を考慮する」
との質的表現に変更したことにより、市場はテーパリング終了後の利上げ開始時期について唯一の量的
指標である理事の利上げ時期予想に反応しました。イエレン議長は、政策の変更ではないとしながらも
テーパリング終了後６ヶ月程度で利上げが始まる可能性に言及しており、寒波の影響にも拘らず米景気が
回復していることを示唆する形となりました。市場は、今回のＦＯＭＣでこのような示唆があるとは予想して
いなかったため、今後は米景気の強さに着目しやすい展開が予想されます。そうなると米ドル自体も買われ
やすい地合いとなることが予想されるため、ブラジルの脆弱な国内要因に加わる形でドル高・レアル安が
進みやすくなるでしょう。
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